
観
察
は
か
な
り
詳
し
い
。
頭
蓋
骨
、
そ
の
他
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

変
異
の
あ
る
も
の
を
幾
つ
か
並
べ
て
比
較
し
て
い
る
。
耳
小
骨
は
三

個
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
』
・
Ｐ
．
屍
巳
白
目
堕
著
（
。
冒
号
の
鼻
巨
昌
昌
鴨

弓
画
置
目
・
》
の
記
載
と
は
異
な
り
、
筆
者
が
す
で
に
指
摘
し
た
ご
と

く
、
嗣
回
冒
畠
の
場
合
は
小
児
を
解
剖
し
た
と
思
わ
れ
る
。
槌
骨

と
第
七
脳
神
経
と
の
関
係
（
脳
神
経
は
第
九
対
ま
で
）
を
示
し
て
お

り
、
か
つ
、
そ
の
解
剖
が
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ

る
。

以
下
、
図
の
順
序
に
従
っ
て
説
明
す
る
。

（
名
古
屋
大
学
医
学
部
解
剖
学
第
一
講
座
）

佐
賀
に
は
、
幕
末
、
蘭
方
医
学
が
い
か
な
る
動
機
で
、
ど
の
よ
う

な
形
で
取
り
入
れ
ら
れ
、
定
着
し
て
い
っ
た
か
を
よ
く
示
す
資
料
が

残
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
す
で
に
『
鍋
島
直
正
公
伝
』
を
は
じ
め
、

い
く
つ
か
の
成
害
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
も
ま
た
佐
賀
藩
の
藺

方
医
の
動
静
、
蘭
学
塾
の
成
立
な
ら
び
に
医
師
登
録
の
実
態
に
つ
い

て
報
告
し
て
き
た
。
今
回
は
佐
賀
藩
が
購
入
し
た
医
学
関
係
の
蘭
書

に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
述
べ

る
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
佐
賀
藩
の
蘭
方
導
入
過
程
の
概
略
を
以
下

に
示
し
た
。

佐
賀
藩
に
お
い
て
藩
の
医
学
寮
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
天
保
五
年

（
一
八
三
四
）
七
月
十
六
日
で
あ
る
が
、
そ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
は
、
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
に
古
賀
穀
堂
が
提
示
し
た
「
学
政

管
見
」
と
題
す
る
学
術
奨
励
の
意
見
書
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
医
師

が
自
宅
で
め
い
め
い
勉
強
し
て
い
て
も
効
果
の
ほ
ど
は
お
も
わ
し
く

佐
賀
藩
の
輸
入
医
学
書

酒
井
シ
ヅ
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な
い
、
肥
後
で
は
医
学
館
が
あ
っ
て
そ
こ
で
稽
古
が
行
え
る
か
ら
、

高
名
な
医
師
が
輩
出
す
る
の
だ
と
、
医
学
館
の
設
立
の
必
要
を
説
い

た
。
そ
れ
を
受
け
て
医
学
寮
が
発
足
し
た
が
、
医
師
の
出
席
は
芳
し

く
な
く
、
さ
し
た
る
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
時
期
の
蘭
学
に
対
す
る
藩
士
の
関
心
は
低
か
っ
た
。
穀
堂
は

天
保
四
年
五
月
七
日
の
日
記
に
「
西
洋
社
中
の
萎
嘩
し
て
至
る
者
な

し
」
と
記
す
。
佐
賀
藩
が
実
際
に
蘭
学
取
入
れ
に
積
極
的
に
な
る
の

は
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
頃
か
ら
で
あ
る
。
幕
府
の
い
わ
ゆ
る
蛮

社
の
獄
の
起
こ
る
前
年
で
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
佐
賀
藩
は
藺
方
導
入

に
急
激
に
傾
き
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
蘭
方
医
伊
東
玄
朴

を
藩
医
に
迎
え
て
い
る
。
佐
賀
藩
で
は
幕
府
の
蘭
学
統
制
に
関
係
な

く
蘭
学
を
導
入
し
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
牛
痘
接
種
に
成
功
し

た
。
さ
ら
に
嘉
永
四
年
（
一
八
五
こ
に
課
業
法
が
出
さ
れ
、
医
師

は
医
学
寮
で
学
習
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
医
学
寮
が
再
建
さ

れ
、
そ
れ
に
藺
学
寮
が
付
設
さ
れ
た
。

佐
賀
藩
に
は
膨
大
な
洋
書
を
購
入
し
た
こ
と
を
示
す
洋
書
目
録
が

残
る
。
洋
書
目
録
に
関
し
て
は
、
板
沢
武
雄
が
す
で
に
『
日
關
文
化

交
渉
史
の
研
究
』
に
「
佐
賀
鍋
島
元
侯
爵
家
關
書
目
録
」
と
題
し
て

発
表
し
た
。
そ
の
時
の
解
題
に
こ
の
目
録
が
福
井
久
蔵
学
習
院
大
学

教
授
の
写
本
を
写
し
た
も
の
で
、
原
本
が
見
あ
た
ら
な
い
と
記
す
。

し
か
し
、
原
本
は
現
在
、
佐
賀
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
板
沢
の

目
録
に
は
な
い
書
き
込
承
が
見
ら
れ
る
。

板
沢
の
調
査
に
よ
る
と
、
佐
賀
藩
の
蘭
耆
は

①
兵
書
一
五
五
冊
（
二
一
・
二
％
）

③
雑
書
一
七
五
冊
（
二
三
・
九
％
）

⑥
船
学
書
三
五
冊
（
四
・
八
％
）

④
詞
文
並
び
に
文
法
書
一
○
一
冊
（
一
三
・
八
％
）

⑤
天
文
地
理
書
二
六
冊
（
三
・
六
％
）

⑥
分
離
書
四
八
冊
（
六
・
六
％
）

⑦
医
書
七
二
冊
（
九
・
八
％
）

⑥
度
学
算
学
書
八
八
冊
（
一
二
・
○
％
）

⑥
理
学
書
三
二
冊
（
四
・
四
％
）

に
分
類
さ
れ
、
七
三
二
冊
か
ら
な
る
。
医
書
の
占
め
る
割
合
は
わ
ず

か
九
・
八
％
で
あ
り
、
幕
末
の
佐
賀
の
蘭
学
が
兵
学
中
心
で
あ
っ
た

こ
と
が
、
こ
の
蘭
書
の
数
か
ら
も
類
推
で
き
る
。

こ
の
蘭
書
が
い
つ
購
入
さ
れ
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
お
お
よ
そ

の
時
代
は
目
録
に
あ
る
帯
出
者
の
書
き
込
糸
か
ら
想
定
で
き
る
。
上

述
し
た
よ
う
に
蘭
学
寮
が
で
き
た
の
が
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
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で
あ
り
、
そ
れ
以
後
に
違
い
な
い
が
、
記
録
に
あ
る
最
初
の
帯
出
の

年
月
日
は
「
安
政
三
年
辰
五
月
八
日
杉
田
雍
助
節
用
集
」
で
あ
る
。

ま
た
購
入
の
最
後
は
「
文
久
元
年
酉
六
月
」
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
み

て
安
政
年
間
（
一
八
五
四
’
六
○
）
か
ら
文
久
一
年
（
一
八
六
一
）

に
購
入
さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
目
録
は
、
①
発
行
年
、
⑨
著

者
、
⑧
原
本
の
題
名
、
側
本
の
種
別
の
順
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

購
入
さ
れ
た
本
の
発
刊
年
を
見
る
と
、
一
七
○
○
年
代
は
、
一
七

六
八
年
の
馬
医
書
と
一
七
八
二
年
刊
の
内
外
書
の
二
部
で
あ
る
。
他

は
一
八
一
○
年
代
一
部
、
一
八
二
○
年
代
が
二
部
、
一
八
三
○
年
代

が
一
二
部
、
一
八
四
○
年
代
が
一
五
部
、
一
八
五
○
年
代
が
三
七
部
で

あ
る
。
全
六
九
部
の
う
ち
三
七
部
が
五
○
年
代
の
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
う
ち
邦
訳
さ
れ
る
な
ど
、
広
く
一
般
に
活
用
さ
れ

た
も
の
は
、
セ
バ
ス
チ
ア
ー
ン
の
生
理
学
書
、
オ
ン
セ
ノ
ー
ル
ド
の

眼
科
書
な
ら
び
に
外
科
書
、
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
内
科
書
、
プ
レ
ス

の
解
剖
書
と
限
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
本
に
も
帯
出
者

の
記
録
を
み
る
。
以
上
の
他
、
佐
賀
藩
が
購
入
し
た
關
書
の
内
容
一

覧
を
提
示
す
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）

海
上
随
鴎
（
一
七
五
九
’
一
八
二
）
は
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）

に
江
戸
か
ら
京
都
に
来
て
蘭
学
塾
を
開
い
た
。
こ
の
年
の
五
月
に
小

森
桃
鳩
と
藤
林
普
山
は
こ
の
塾
に
入
門
し
た
。
し
か
し
や
が
て
ど
の

よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
大
坂
に
移
っ
た
。
随
鷆

と
同
郷
（
鳥
取
）
の
歌
人
香
川
景
樹
（
一
七
六
八
’
一
八
四
三
）
の

日
記
に
よ
っ
て
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
十
月
初
旬
か
ら
文
化
五
年

五
月
九
日
ま
で
在
坂
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
後
再

び
京
都
に
帰
り
、
文
化
八
年
（
一
八
二
）
正
月
十
六
日
、
五
十
四

歳
で
死
去
し
た
。
京
都
へ
帰
っ
た
年
月
も
明
ら
か
で
な
い
。

私
は
次
の
二
つ
の
資
料
に
よ
っ
て
、
随
鴎
は
少
な
く
と
も
文
化
三

年
（
一
八
○
六
）
十
一
月
か
ら
文
化
六
年
十
一
月
ま
で
在
坂
し
て
い

た
と
推
量
す
る
。

海
上
随
鴎
の
在
坂
期
間
再
考

一
武
元
君
立
（
一
七
七
○
、
’
一
八
二
○
）
の
遺
著
『
北
林
造

中

山

沃
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